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1. はじめに 
新聞や雑誌，テレビの情報番組，さらにインタ

ーネットなど，我々が情報を得る手段は実に様々

である。 
 また表示方法も，文字の色をカラフルにしたり
太字にしたりと，伝えたい情報を強調し読みやす

くするための工夫，すなわち可読性を高めるため

の工夫が施される（藤井，2013）。 
こうした文字の可読性は視機能が低下した高

齢者や色の見え方が他の多くの人と異なる非定

型色覚者にとって大変重要である（青木，2000;
野口，2013）。 
カラーユニバーサルデザインの 1つの手だてと

して，野口（2013）は文字にハッチング（線状模
様）を施すと，非定型色覚者の文字認知に必要な

時間（反応時間）が短縮されることを見い出した。

非定型色覚者にとっては文字の色と背景の色と

の組合せによっては文字が見えにくい状況とな

る。 
可読性を高めるための方法の 1つに，文字の背
景となる色（以下，背景色）を通常とは異なるも

のにする方法がある。この方法は新聞で使用され

ることが多く，黒の背景色と白色の文字による見

出しは最も見かける例である。いわゆる白黒反転

文字である。本論文では「文字の明度よりも，背

景の明度が高い組合せパターン」（白背景に黒文

字）を正対比文字，その逆の組合せ（例 黒背景

に白文字）を逆対比文字として定義する。 
本研究では，背景色に黒を使用した場合（逆対

比条件）と，通常目にしやすい白を使用した場合

（正対比条件）とで可読性に違いがあるかどうか

を，より客観的は指標，すなわちターゲットとな

る文字を検出するのに要する時間（反応時間）を

用いて検討した。 

 
2.方法 
2.1 実験装置 
本実験では，PCタキストスコープ（ITEM 

T.K.K 2280b 竹井機器工業株式会社）を使用した。
なお PCタキストスコープは，OSにWindows7
を搭載したパーソナルコンピュータ（OPTIPLEX 
990, Dell Inc.），実験者操作用（以下，メインデ
ィスプレイ）の 23インチ液晶ディスプレイ
（RDT233WLM 三菱電機株式会社），刺激呈示用
（以下，サブディスプレイ）の 24インチ液晶デ
ィスプレイ（XL2420T, BenQ Co.Ltd.），反応取
得用の押しボタンスイッチ 2つで構成されている。
またサブディスプレイの画面表示面積は 531×
299mm，リフレッシュレートは 120Hzであった。 
 
2.2 刺激 
本実験では黒または白の背景（299×290mm）
上に 3種類の文字（高さ：視角 2°），ひらがな（あ，
い，う，え，お），カタカナ（ア，イ，ウ，エ，

オ）およびアルファベット（A, B, C, D, E）
を提示した。文字の種類ごとに 1セッションとし，
各文字の種類の中の 1文字をターゲット刺激とし
た。 
これらの文字の色には赤，黄，緑，青，紫の有

彩色と黒と白の無彩色の計 7色を設定した。ただ
し背景色が黒の場合は文字色に黒を使用せず，ま

た背景色が白の場合は文字色に白を使用しなか

った。したがって刺激の合計は，1文字（1セッ
ション）につき 2種類の背景色と 6種類の文字色
で 216個となった。また注視点は背景色を黒に設
定した画像に，白色の 2つの十字図形を記したも
のとした（持続時間 1秒）。図 2.1は文字の種類
がアルファベットの場合の，刺激と注視点の時間

-空間関係を示したものである。また表 2.1はサブ
ディスプレイに表示した際の 7色の背景と文字の
輝度と CIEの x, y色度座標を示したものである
（いずれもミノルタ色彩色差計 CS100による測
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定）。 
表 2.1の下段は下の(1)式によって求められた背
景と文字の輝度コントラストである。ただし黒背

景の時は黒文字を，黒背景の時は黒文字を除いた

ので，黒背景／黒文字と白背景／白文字の時のデ

ータはない（計算上はどちらもコントラスト 0で
ある）。 
 

Lmax － Lmin 
C = (1) 

Lmax ＋ Lmin 
 
（ここで，C：輝度コントラスト，Lmax：文字お
よび背景のうちどちらか高い方の輝度，Lmin：
同じくどちらか低い方の輝度） 
なお刺激の作成には Az Painter 2，GIMP 2，

Microsoft Office Picture Manager ，Microsoft 
Word 2010を使用し，本実験で用いた 7色は
Microsoft Word 2010で「標準の色」に登録され
たものを基準とした。 
 

 
 

 
 
2.3 実験参加者 
神奈川大学の学生 16名（男性 4名，女性 12名，

平均年齢 20.75歳）が実験に参加した。全実験参
加者には謝礼が支払われた。 
 
2.4 手続き 
はじめに実験者は実験参加者に対し，ターゲッ

トとなる刺激を指定した。この時ターゲット刺激

は各文字の種類（ひらがな，カタカナ，アルファ

ベット）の中の 1つとし，背景色の違いや文字色
の違いは考慮しないものとした。 
次に実験参加者はサブディスプレイに表示さ

れる注視点に注目し，この注視点が消失した後に

表示される刺激が，先に指定されたターゲットで

あれば右側のボタンを，それ以外であれば左側の

ボタンをできる限り早く押す作業を行った．ただ

し刺激が呈示される時間は最大で 1秒であり，そ
の間に反応があればその時点で，また反応がなけ

れば 1秒経過した時点で注視点の画像に移行する
ように設定した． 
このような作業をひらがなの刺激のみが表示

されるセット，カタカナの刺激のみが表示される

セット，アルファベットの刺激のみが表示される

セットの合計 3セットを 1セッションとして行っ
た．なおターゲットの指定は 1セット終了するた
びに行った．最後に実験に関する感想を，実験参

加者からヒアリングして終了した． 
なお本実験では本試行を行う前に，文字色が黒，

もしくは白の刺激を用いた 10個程度の練習試行
を行った．またターゲットとなる刺激は実験参加

者によってランダムに指定し，さらに先に記した

3 セットを行う順番も実験参加者ごとに変更した。 
以上のセッションを一人の実験参加者に対し，

1日以上の間隔をあけて 2回行った。ただし 2回
目の実験では，ターゲットを検出するボタンを左

側にした。 
 
3．結果 
表 3.1に背景の色別の平均反応時間を示す。上

述したように各条件における測定は計 2回ずつ行
ったが，1秒以内に反応できなかった場合は外れ
値としてデータから除外した。そうした外れ値は

全体で 38個であった（全データ数 576個）。表
3.2は背景色別に，文字の種類ごとの平均反応時
間を示したものである。 
  3要因の分散分析の結果，すべての要因で 5%
以下の危険率で有意な差は見られなかった（背景

の色の要因に関しては 10%レベルで有意であっ
た）。
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表 3.3 実験参加者の内観報告 

 
 
表 3.3は実験参加者の内観報告である。最も多

かった報告は「白背景に黄色文字が見えにくい」

であった。ついで「黒背景に黄色文字が見えやす 
い」，「白背景に黒文字は見えやすい」，「黒背景に

白文字は見えやすい」と続く。これらはいわゆる

色彩心理学の中の「色の明視性（または可読性）

の傾向と一致する（塚田，1978）。 
その中で注目すべき点は，互いに相反する報告

が見られることである。「赤文字が見やすい」（2
人）に対して「赤文字が見にくい」（2人），「緑文
字が見やすい」（2人）に対して「緑文字が見えに
くい」（3人），「紫文字が見やすい」に対して「紫
文字が見えにくい」（2人）などである。 
 
４．考察 
山根（2010）は液晶テレビに映し出された，白，

青，紺，黒の 4種類の背景色に明度差と色差の異
なる 5種類の文字色を提示して，その文字の見や
すさの許容度を評価させた。その結果，白と青の

背景色において明度差と色差が大きいほど文字

を読むのに許容できる割合が増加すること，また

紺と黒の背景色では，それらと最も明度差と色差

が大きくなる色を文字に使用した時よりも，1，2
段階明度差と色差が小さい色を使用した時の方

が，見やすい文字として評価される傾向を示した。 
また原・野口（2004）は，ディスプレイに映し

出された輝度が 65cd/㎡の白の背景色に，背景色
よりも輝度の低い有彩色を使用した 6種類の文章
の読みやすさを評価させる実験を行った。その結

果，背景色と文字色の輝度（明度）の対比が大き

くなるほど，色相が可読性に及ぼす影響が小さく

なることを示した。 
紙媒体の刺激（文書）においても文字と背景と

の輝度対比が「読みやすさ」の決定因子とする研

究結果は多い（難波・原・野口，2002; 大島・
難波・原・野口，2003）。 
一方秋月・井上（2004）によると，ランドルト
視力を用いて，白背景でランドルト環の色を変え

た場合および背景とランドルト環の色を同じに

した場合のどちらの場合も，その輝度比が等しい

無彩色の結果と等しくなることから，細部識別閾

はほぼ文字と背景との輝度比によって決定され

るとしている。 
しかしこれらの結果は，各文字色の「見やすさ」

が，「許容できる」，「ぎりぎり許容できる」，「許

容できない」の 3段階評価（山根，2010）および
「読みやすさ」が「読めない」～「非常に読みや

すい」までの 6段階評価（難波ら，2002;  大島
ら，2003; 原・野口，2004）から得られたもの
で，いずれも主観的評価実験である。 
しかし本実験の結果は，そうしたイメージ，「見

やすさ」（山根，2010; 本実験），「読みやすさ」
（原・野口，2004）は，実際の可読性と相関して
いない可能性があることを示した。 
また本実験の結果は，そもそも刺激のコントラ

スト（文字と背景との間のコントラスト）は反応

時間にあまり効果を及ぼさない可能性を示して

いる。最近畑野（2015）は，同じ PCタキストス
コープを用いて，無彩色の背景上にさまざまな空

間的な密度（空間周波数）の黒の縞パターンを施

した白のアルファベット文字（W）および無地の
W字を提示し，その認知に要する反応時間を測定
した。その際背景の無彩色の輝度を 4段階に変え，
そのアルファベット文字との間のコントラスト

の影響を検討した。コントラストは 35.7%，73.7%，
86.3%，99.1%の 4段階であった。 
その結果，文字に縞があるかないかは平均反応
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（原・野口，2004）は，実際の可読性と相関して
いない可能性があることを示した。 
また本実験の結果は，そもそも刺激のコントラ

スト（文字と背景との間のコントラスト）は反応

時間にあまり効果を及ぼさない可能性を示して

いる。最近畑野（2015）は，同じ PCタキストス
コープを用いて，無彩色の背景上にさまざまな空

間的な密度（空間周波数）の黒の縞パターンを施

した白のアルファベット文字（W）および無地の
W字を提示し，その認知に要する反応時間を測定
した。その際背景の無彩色の輝度を 4段階に変え，
そのアルファベット文字との間のコントラスト

の影響を検討した。コントラストは 35.7%，73.7%，
86.3%，99.1%の 4段階であった。 
その結果，文字に縞があるかないかは平均反応

時間に影響を及ぼさず，その上背景と文字とのコ

ントラストにもほとんど依存しないことが明ら

かになった。しかしコントラストが 0であれば，
当然文字を読むことは不可能なので反応時間は+
∞になる。したがって反応時間が刺激のコントラ

ストから完全に独立であるわけではない。おそら

くどこかに「閾値」のようなものがあるではない

かと推察される。 
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